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尾瀬のコウモリ類 
－ 2017 年～ 2019 年の調査結果より－

安井　さち子 1），河合　久仁子 2），佐野　舞織 2），佐藤　顕義 3），
勝田　節子 3），佐々木　尚子 4），大沢　夕志 5），大沢　啓子 5），牧　貴大 6）7）

2021 年 9 月 30 日受付， 2021 年 11 月 9 日受理

　尾瀬のコウモリ相を把握するため，2017 ～ 2019 年の 6 ～ 10 月に，森林での捕獲調査とねぐら探索
調査を行った．その結果，2 科 8 属 11 種 132 個体が確認され，コキクガシラコウモリ，モリアブラコ
ウモリ，ノレンコウモリが尾瀬で新たに確認された．過去の記録とあわせて，尾瀬で確認されたコウ
モリ類は 2 科 9 属 14 種になった．森林での捕獲調査で，捕獲地点数・個体数ともに最も多い種はヒ
メホオヒゲコウモリだった．尾瀬のヒメホオヒゲコウモリの遺伝的特徴を明らかにするため，分子生
物学的な分析を行った．遺伝子多様度は 0.82583，塩基多様度は 0.00219 だった．他地域の個体を含め
たハプロタイプネットワークでは，複数のグループに分かれなかった．

A survey of bat fauna in Oze region from 2017 to 2019

Sachiko Yasui1, Kuniko Kawai2, Maori Sano2, Akiyoshi Sato3,  
Setsuko Katsuta3, Naoko Sasaki4, Yushi Osawa5, Keiko Osawa5, Takahiro Maki6,7

The bat fauna was surveyed from June to October of 2017-2019 in Oze region, central Japan. In this survey, 
a total of 132 bats were captured representing 11 species, 8 genera, 2 families. Rhinolophus cornutus Temminck, 
1834, Pipistrellus endoi Imaizumi, 1959 and Myotis bombinus Thomas, 1906 were first recorded in this area. The 
bat records in Oze, including past records, are 14 species, 9 genera, 2 families. Based on mist-nets and harp trap 
surveys, the most captured bat species is Myotis ikonnikovi Ognev, 1912. We investigated about genetic 
variations of M. ikonnikovi in this area. The genetic diversity and the nucleotide diversity were 0.82583 and 
0.00219, respectively. Based on the haplotype network analysis comparing with other regions, it was not 
confirmed that the individuals analyzed were clearly divided into some specific groups.
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1．はじめに

　尾瀬は，本州最大の湿原である尾瀬ヶ原や，山岳部の
大部分を占めるブナ林，オオシラビソ林などの自然林か
らなり（環境省生物多様性センター，2011），原生的な
自然をもつ国立公園であり，園内は特別保護地区と特別
地域に指定され，動植物が保護されてきた．一方で，近
年，尾瀬ではシカの侵入や温暖化による生態系への影響
が懸念されており，尾瀬の植物と動物の現状を把握する
重要性が指摘されている（尾瀬保護財団，2017）．
　多くのコウモリ類は，採餌場所やねぐら場所として森
林に依存する（Law et al.，2016）．森林の中でも，自然
林は，森林棲コウモリ，特に樹木にねぐらを持つコウモ
リ の 生 息 環 境 と し て の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る

（Yoshikura et al., 2011）．水辺環境もまた重要であるこ
とが指摘されている．広大な水辺環境と自然林をもつ尾
瀬は，潜在的にコウモリ類の重要な生息地と考えられる．
尾瀬のコウモリ相を明らかにすることにより原生的な環
境におけるコウモリ相の特徴を知ることができると考え
られる．
　これまで尾瀬のコウモリ相の重点的な調査として，山
ノ鼻と尾瀬沼周辺で 1973 ～ 1979 年に（吉行，1974，
1979，1980），尾瀬沼周辺と御池で 1987 年（環境庁自然
保護局，1988），1999 ～ 2002 年（木村ほか，2002a, b），
2019 年以降（岩崎，2020）に行われている．このように，
尾瀬でのコウモリ相調査は山ノ鼻や御池，尾瀬沼の一部
などに限られているが，上記以外の記録も含め（岸田，
1934；Imaizumi，1954；木村，2004）， 11 種（クビワコ
ウモリ Eptesicus japonensis Imaizumi, 1953，ヤマコウ
モリ Nyctalus aviator Tomas, 1911，コヤマコウモリ
Nyctalus furvus Imaizumi & Yoshiyuki, 1968，チチブコ
ウモリ Barbastella pacifica Kruskop, Kawai & Tiunov, 
2019，ニホンウサギコウモリ Plecotus sacrimontis 
G.M.Allen, 1908，ヒナコウモリ Vespertilio sinensis 

（Peters, 1880），カグヤコウモリ Myotis frater Allen, 
1923，ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi Ognev, 
1 9 1 2，モモジロコウモリ Myo t i s  mac r oda c t y l u s 

（Temminck, 1840），テングコウモリ Murina hilgendorfi  
（Peters, 1880），コテングコウモリ Murina ussuriensis 
Ognev, 1913）の記録がある（種と和名は Ohdachi et 
al.，2015 に，チチブコウモリについては Kruskop et 
al.，2019 に従う）．これら，尾瀬のコウモリ類の特徴と
して種数が多いことと，本州で記録の非常に少ないコヤ
マコウモリやチチブコウモリ等の環境省レッドリスト掲
載種（環境省，2020）が確認されていることがあげられ

る．
　コウモリ類は種により生息環境が異なる（Ohdachi et 
al.，2015）ことから，尾瀬のコウモリ相を明らかにする
には尾瀬全域で標高や森林環境が異なる場所で調査を行
う必要がある．また，今後懸念されるシカの侵入や温暖
化による環境の変化がどのようにコウモリ相に影響を与
えるかを知るためにも現状を把握することは重要であ
る．そこで，本調査は，第 4 次総合学術調査の一環とし
て，2017 ～ 2019 年の 3 年間，尾瀬のコウモリ相および
コウモリ類の生息の現状を把握することを目的とし，尾
瀬全域の森林での捕獲調査およびねぐら探索調査を行っ
た．
　他方，尾瀬のコウモリ相に関する課題として，分類学
的見解に相違のあるヒメホオヒゲコウモリがあげられ
る．Ohdachi et al. （2015）では，日本列島産について
Yoshiyuki（1989）で形態的違いから別種としている 4
種（オゼホオヒゲコウモリ Myotis ozensis Imaizumi, 
1954，シナノホオヒゲコウモリ M. hosonoi Imaizumi, 
1954，フジホオヒゲコウモリ M. fujiensis Imaizumi, 1954，
エゾホオヒゲコウモリ M. yesoensis Yoshiyuki,1984）
を，ヒメホオヒゲコウモリのシノニムとして扱っている．
このうちオゼホオヒゲコウモリとフジホオヒゲコウモリ
の 2 種が尾瀬から報告されている（Yoshiyuki，1989；
木村，2002a）．保全対象を明確にするには，分類学的な
問題を解決する必要がある．このため，本調査では分子
生物学的手法を用いて尾瀬のヒメホオヒゲコウモリ個体
群に，オゼホオヒゲコウモリあるいはフジホオヒゲコウ
モリとして区別されるような遺伝的特徴を有する集団が
検出できるかについても検討を行った．

2．調査地および方法

2．1　コウモリ相調査
　調査範囲は，尾瀬，すなわち尾瀬ヶ原・尾瀬沼・周辺
のアクセス域（囲む山岳，七入，御池，大清水，富士見
下など）とした．森林での捕獲調査は，2017 年から
2019 年の 6 月～ 9 月に，17 地点で計 30 晩行った（図 1，
電子資料 1 表 1）．調査地点では，高さ 3 ～ 7 m（メッシュ
サイズ 30 mm）のかすみ網を複数カ所設置し，日没前
後から夜中まで捕獲を行った．このうち 10 地点では，
かすみ網の他に，ハープトラップ（Faunatech/Austbat, 
Australia）を使用し明け方まで調査した．さらに，コ
ウモリ類は人工構造物をねぐらとする場合があることか
ら，建物，橋，トンネルにおいて，ねぐら探索調査を 5
地点で行った（図 1，電子資料 1 表 1）．目視や写真によ
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る種判別が可能な場合には種を記録した．捕獲の際は，
捕虫網やかすみ網を用いた．
　捕獲個体について，一時的に袋に収容した．その後，
前腕長及び体重等を測定し，前田（2005）およびコウモ
リの会（2011）の検索表を参考にして種の同定を行った．
前腕長はアナログスチールノギスを用いて，体重はデジ
タルスケール（ハンディミニ 1476, TANITA, JAPAN）
を用いて測定した．性別や齢別，繁殖状態の観察後，標
識を装着し，DNA 分析用の皮膜を採取した（生体トレ
パン　KAI インダストリーズ　3.0 mm 径 BP-30F）．性
別は陰茎の有無により，幼獣，亜成獣，成獣の区別は中
手骨と第一指骨の端骨の骨化の程度から判定した（吉行，
1975）．繁殖状態については，雌では下腹部のふくらみ
具合から妊娠後期か否かを，乳頭の状況から授乳中また
は授乳期後であるかを判定した．雄では精巣の発達の程
度を確認した．その後，証拠標本とする一部個体を除き，
現地で放獣した．なお，種名と和名については Ohdachi 
et al.（2015）および Kruskop et al.（2019）に従った．
　捕獲は，環境省関東地方環境事務所鳥獣捕獲等許可証
平成 29 年度第 1706132 号，平成 30 年度第 1804023 号，
令和元年度第 1904152 号，環境省東北地方環境事務所鳥
獣捕獲等許可証平成 30 年度第 1804195-1 ～ 13 号，令和
元年度第 1904191-1 号～ 14 号，群馬県鳥獣捕獲等許可
証平成 29 年度許可証第 290036 号～第 290045 号，群馬
県平成 30 年度第 300001 号（第 300001-1 号～第 300001-
12 号），群馬県令和元年度第 30001 号～第 30014 号，福
島県鳥獣捕獲等許可証平成 30 年度許可証第 332-1 号～
第 332-13 号，福島県令和元年度第 267-1 ～ 14 号，魚沼
市鳥獣捕獲等許可証平成 30 年度許可証第 1 号～ 13 号に
基づき実施した．

2．2　分子生物学的手法
　尾瀬のヒメホオヒゲコウモリについて，本調査で採取
した皮膜または肝臓 37 サンプルから DNeasy Blood & 
Tissue Kit（QIAGEN）を用いて DNA の抽出を行った．
Kawai et al．（2003, 2006）を参考に，ミトコンドリア
DNA のチトクローム b 遺伝子領域（cyt b）全長配列

（1,140 bp）の決定を行った．なおプライマーには，
Kawai et al．（2003, 2006） を 参 考 に My-130：
5’-TGACACGAAAAATCACTGTTG-3’ お よ び BAT 
15R：5’-TCAGCTTTGGGTGTTGATGG-3’ を，DNA ポ
リメラーゼには KOD Fx （東洋紡）を用いた．得られた
PCR 産物はイソプロパノール沈澱による精製ののち，
BigDye™ Terminator v1.1 Cycle Sequencing Kit

（Thermo Fisher Scientific）を用いてシークエンス反応
後， ABIPRISM 310ジェネティックアナライザ（Thermo 
Fisher Scientific）を用いて塩基配列の決定を行なった．
塩基多様度，ハプロタイプ数，ハプロタイプ多様度を
DnaSP6.12.03（Librado and Rozas, 2009）を用いて算出
した．配列のアライメントおよび遺伝的距離の解析には
MEGAX を 用 い た（Kumar et al.，2018）．Median-
joining 法に基づくハプロタイプネットワークの構築 に
は Network10.1.0.0（Bandelt et al.，1999）を用いた．
　比較対象として，北海道札幌市（以下札幌）13 サン
プル，宮城県七ヶ宿町・蔵王町（以下宮城）9 サンプル，
新潟県十日町（以下新潟）7 サンプル，岐阜県下呂市（以
下岐阜）4 サンプルについても，尾瀬のサンプルと同様
に，cyt b 全長（1,140 bp）の配列決定を行い，各解析に
用いた．

3．結果

3．1　コウモリ相調査
　本調査では，コキクガシラコウモリ Rhinolophus 
cornutus Temminck, 1834，クビワコウモリ，モリアブ
ラコウモリ Pipistrellus endoi Imaizumi, 1959，チチブコ
ウモリ，ニホンウサギコウモリ，ヒナコウモリ，カグヤ
コウモリ，ヒメホオヒゲコウモリ，モモジロコウモリ，
ノレンコウモリ Myotis bombinus Thomas, 1906，コテ
ングコウモリの 11 種 132 個体（森林での捕獲調査で
127 個体，ねぐら探索調査で 5 個体）が捕獲確認された（表
1，付図 1，2，電子資料 1 表 2，電子資料 1 表 3）．この
うち，コキクガシラコウモリ，モリアブラコウモリ，ノ
レンコウモリが尾瀬で新たに確認された．
　森林での捕獲調査では，ヒメホオヒゲコウモリが 17
地点中 13 地点・63 個体と地点数・個体数ともに最も多図 1：尾瀬におけるコウモリ類調査の調査地点と調査地番号．
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く捕獲された（表 1，付図 1）．ついで，地点数・個体数
ともに多い順に，コテングコウモリ 8 地点 19 個体，ニ
ホンウサギコウモリ 6 地点 15 個体であった（表 1）．妊
娠後期または授乳中，授乳期後の個体が確認された種は，
コキクガシラコウモリ，クビワコウモリ，チチブコウモ
リ，ニホンウサギコウモリ，カグヤコウモリ，ヒメホオ
ヒゲコウモリ，ノレンコウモリ，コテングコウモリの 8
種であった（表 1）．ねぐら探索調査では，建物でヒナ
コウモリとヒメホオヒゲコウモリが，トンネルでニホン
ウサギコウモリ，モモジロコウモリ，ノレンコウモリが，
橋でモモジロコウモリが確認された．
　以下地域ごとに確認種や特記事項について記す．
　御池・沼山峠（地点 1，2）では，森林での捕獲調査
で 6 種 12 個体が確認された（電子資料 1 表 2）．地点 2
でクビワコウモリが，地点 1 と 2 でモリアブラコウモリ
が確認された（付図 1）．なお，地点 1 で 2018 年 6 月 4
日に標識されたヒメホオヒゲコウモリ（メス BJ2964）
が翌年同所で再捕獲されている（岩崎，2020，電子資料
1 表 3）．
　尾瀬沼周辺（地点 3，4，7）では，森林での捕獲調査で，
6 種 33 個体が確認された（電子資料 1 表 2）．地点 3 と
地点 4 の針葉樹林でチチブコウモリとモリアブラコウモ
リが確認された（図 2，付図 1）．チチブコウモリは地点
3 では成獣メスと亜成獣メスが，地点 4 では亜成獣メス
が捕獲された．チチブコウモリはこの地域でのみ確認さ
れた．モリアブラコウモリはすべて成獣オスであった．
ねぐら探索調査では，地点 3 でヒナコウモリ成獣オス 1
個体が小屋で休息しているのが確認された．

　尾瀬ヶ原周辺（地点 5，6，9，10）では，森林での捕
獲調査で，7 種 34 個体が確認された（電子資料 1 表 2）．
地点 9 の河畔林でクビワコウモリの成獣メス 1 個体が捕
獲された（図 3）．ねぐら探索調査では 2 種が確認された．
地点 5 の建物では，雨戸の内側にいたヒナコウモリ 2 個
体が確認され，うち 1 個体は成獣オスであった．この建
物では複数の窓枠にコウモリ類のフンがたまっており，
うち 1 つの雨戸（2 階）の内側で種不明のコウモリの死
骸が確認された（2018 年 7 月 11 日）．また，この雨戸
の下方にある 1 階のベランダでヒメホオヒゲコウモリの
死骸を発見した（2018 年 7 月 10 日）．地点 6 では小屋
から飛び出したと思われるヒメホオヒゲコウモリの成獣
オス 1 個体が捕獲された（電子資料 1 表 2）．
　鳩待峠～富士見峠下（地点 11，13，14）では，森林
での捕獲調査で，ヒメホオヒゲコウモリやニホンウサギ
コウモリなど4種28個体が確認された（電子資料1表2）．
　大清水周辺（地点 8，15 ～ 18 ）では，森林での捕獲
調査で，5 種 20 個体が確認された（電子資料 1 表 2）．
地点 8 と 15 でノレンコウモリの成獣メスが捕獲された

（図 4，付図 1）．地点 8 は落葉広葉樹林，地点 15 は落葉
広葉樹林とカラマツ人工林がみられた．地点 17 ではコ
キクガシラコウモリが確認された．ねぐら探索調査では，
地点 17 の橋の隙間でモモジロコウモリ 2 個体が確認さ
れた．地点 18 のトンネルで 9 月にニホンウサギコウモ
リとモモジロコウモリ各 1 個体が，10 月にノレンコウ
モリ 1 個体が確認された．

表 １：尾瀬におけるコウモリ類調査により確認された種ごとの齢・性別個体数．
成メスの（）内の数字は，妊娠後期，授乳中，授乳期後の個体数を示す．成は成獣，幼は幼獣，
亜は亜成獣を示す．

種名
合計

地点数 成 不明
合計

オス メス オス メス /17地点 オス 不明
Rhinolophus cornutus 0 1(1) 0 0 1 1 0 0 0 0
Eptesicus japonensis 0 2(1) 0 0 2 2 0 0 0 0
Barbastella pacifica 0 2(2) 0 2 4 2 0 0 0 0
Plecotus sacrimontis 5 6(3) 3 1 15 6 0 1 1 1
Vespertilio sinensis 3 1 3 0 7 5 2 1 3 2
Pipistrellus endoi 4 0 0 0 4 4 0 0 0 0
Myotis frater 4 2(2) 0 1 7 3 0 0 0 0
Myotis ikonnikovi 25 21(10) 9 8 63 13 1 0 1 1
Myotis macrodactylus 1 1 0 0 2 2 2 1 3 2
Myotis bombinus 0 ３(1) 0 0 3 2 0 1 1 1
Murina ussuriensis 5 9(5) 1 4 19 8 0 0 0 0

森林での捕獲調査 ねぐら探索調査
成 幼・亜

地点数
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図 2：チチブコウモリが捕獲された針葉樹林．（地点 4　福島県檜枝岐村　長英新道　2018 年 8 月
20 日　この他，ニホンウサギコウモリ，ヒメホオヒゲコウモリ，コテングコウモリも捕獲された．）

図 3：クビワコウモリが捕獲された河畔林．（地点 9　群馬県片品村　山ノ鼻　2017 年 8 月 24 日　こ
の他，ニホンウサギコウモリ，ヒナコウモリ，ヒメホオヒゲコウモリ，コテングコウモリが捕獲された．）
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3．2　尾瀬のヒメホオヒゲコウモリの遺伝的特徴
　尾瀬の全 37 個体について，mtDNA cyt b（1140bp）
の配列を決定し，13 ハプロタイプが確認された（表 2，
電子資料 1 表 4）．それらには 21 塩基座（1.84%）で塩
基置換が見られ，そのうちアミノ酸置換を伴う変異が見
られたのは 3 塩基座であった．ハプロタイプ多様度は
0.82583，塩基多様度は 0.00219 であった（表 2）．同様に，
尾瀬以外の地域の 33 個体について配列決定した（電子
資料 1 表 4）．尾瀬以外の地域の塩基多様度は 0.00058 ～
0.00336，ハプロタイプ多様度は 0.52564 ～ 0.83333 であっ
た（表 2）．
　解析を行った結果，尾瀬以外の地域の 33 個体を含め
全 70 個体で，23 のハプロタイプが確認された（電子資
料 1 表 4）．尾瀬の 13 のハプロタイプのうち 2 つは他の
地域でもみられ，ハプロタイプ D は，岐阜を除く 4 地
域で，ハプロタイプ P は新潟で確認された．各地域間
の平均遺伝的距離は，岐阜個体群と他地域個体群との間
にやや大きい傾向が見られたが，全体として地域間の平
均遺伝的距離は小さい傾向となり，尾瀬個体群として特
徴づけられる遺伝的構造は見られなかった（表 3）．
　尾瀬およびその他の地域のヒメホオヒゲコウモリ 70
サンプルの cyt b 配列を用いて Median-joining 法に基づ
くハプロタイプネットワーク図の構築を行なった（図

5）． ハ プ ロ タ イ プ D を 中 心 と し た 星 状 系 統（star 
phylogeny）に近い構造を示し，比較的最近になって分
布域を拡大した遺伝的集団があることを示唆された．ま
た，明確に分かれるようなハプロタイプのグループや地
域ごとのグループは見られなかった．

4．考察

4．1　コウモリ類の生息状況
　本調査で確認された 11 種（表 1）の他，過去に記録
のあるヤマコウモリ，コヤマコウモリ，テングコウモリ

（吉行，1980；環境庁自然保護局，1988（町田，未発表））
をあわせると，尾瀬で確認された種は 14 種になった．
このうち，日本固有種は 5 種（Ohdachi et al.，2015），
環境省のレッドリスト掲載種は 6 種であり，種数が多く，
希少な種も多いことが改めて確認された．
　森林での捕獲調査から，個体数・地点数の多い順に，
ヒメホオヒゲコウモリ，コテングコウモリ，ニホンウサ
ギコウモリであり（表 1），これらは尾瀬においてコウ
モリ相を構成する主要な種と考えられる．同様に，奥日
光地域においても，これら 3 種がモモジロコウモリとと
もに主要な種であることが報告されており（吉倉ほか，
2015），これら 3 種のコウモリは北関東における冷温帯

図 4：ノレンコウモリが捕獲された落葉広葉樹林．（地点 15　群馬県片品村　大清水　2017 年 9 月 15
日　この他，コテングコウモリが捕獲された．）
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表 2：尾瀬およびその他地域ごとの，ヒメホオヒゲコウモリの cyt b におけるハプロタイプ多様度 （h） と塩基
多様度 （π）．

地域名 サンプル数 ハプロタイプ数      塩基多様度 π

尾瀬（群馬県・福島県・新潟県） 37 13 0.82583 0.00219
札幌（北海道札幌市） 13 4 0.52564 0.00110

宮城（宮城県七ヶ宿町・蔵王町） 9 3 0.41667 0.00058
新潟（新潟県十日町） 7 4 0.71429 0.00317
岐阜（岐阜県下呂市） 4 3 0.83333 0.00336

ハプロタイプ
多様度 h

表 ３：尾瀬およびその他地域間の平均遺伝的距離（Kimura's 
two parameter model)．

尾瀬 札幌 宮城 新潟
尾瀬 ――
札幌 0.002098 ――
宮城 0.001687 0.000872 ――
新潟 0.002745 0.002209 0.001847 ――
岐阜 0.005357 0.005548 0.005168 0.005451

図 5：ミトコンドリア DNA チトクローム b 遺伝子領域による Median-joining 法に
基づいて構築したハプロタイプネットワーク図．
　尾瀬およびその他の地域のヒメホオヒゲコウモリ 70 サンプルを解析に用いた．
円の相対的な大きさは，それぞれのハプロタイプの個体数を表し，円の色で各地域
の割合を示す（尾瀬：緑，札幌：黄，宮城：黒，新潟：青，岐阜：赤）．ハプロタ
イプ間の距離は，塩基置換数に比例する．
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～亜高山帯の原生的な森林の優占種である可能性があ
る．しかし，樹冠や開放空間を飛翔する種については，
森林での捕獲調査で捕獲されるのは稀であり，今後の課
題である．
　各種の分布や生息状況について個体数・地点数の多い
種から述べる．ヒメホオヒゲコウモリは，大清水周辺を
除くと，尾瀬全域で確認された（付図 1）．ただし，大
清水周辺の調査は 9 月にしかできなかったため季節の影
響も考えられる．妊娠，授乳中，授乳期後のメス，幼獣
が確認されており（表 1），尾瀬で出産哺育していると
考えられる．本調査で建物のねぐらが確認された．地点
5 の戸袋に多くのフンがたまっていた建物も，ねぐら下
に本種の死骸があったことから集団ねぐらがあった可能
性がある．本種はねぐらとして建物も利用するが，自然
のねぐらとして，枯死木の樹皮下などを利用することが
知られている（Ohdachi et al.，2015）．本種が多く確認
されたのは尾瀬に自然林が広範囲に存在することと関連
していると考えられる．コテングコウモリは，ヒメホオ
ヒゲコウモリほど全域ではないが，局所的な分布ではな
かった（付図 1）．妊娠，授乳期後のメス，幼獣が確認
されており，尾瀬で出産哺育していると考えられる．ニ
ホンウサギコウモリは，尾瀬ヶ原周辺や尾瀬沼周辺で確
認された（付図 1）．授乳中，授乳期後，幼獣が確認さ
れており，尾瀬で出産哺育していると考えられる．本調
査でトンネルのねぐらが確認されている．トンネルなど
の洞穴のほか，樹洞や建物も利用することが知られてい
る（Ohdachi et al.，2015）．尾瀬の山小屋内で死骸の確
認報告がある（木村ほか，2002a）．ヒナコウモリは，森
林での捕獲調査で確認されたほか，建物のねぐらが 2 ヶ
所確認された（付図 1）．メス 1 個体以外はオスのみで
あった．カグヤコウモリは，地点数は少ないが（付図 1），
授乳中，授乳期後のメス，幼獣が確認されており，尾瀬
で出産哺育していると考えられる．
　以下，確認個体数が 5 個体以下の種について述べる．
環境省のレッドリストでランク LP（絶滅のおそれのあ
る地域個体群）のチチブコウモリは，尾瀬沼周辺でのみ
確認された（付図 1）．地点 3，4 とも針葉樹林であった．
既存の記録では地点 4 で 2000 年 7 月と 2001 年 8 月に
本種が捕獲され，授乳中のメスも確認されている（木村
ほか，2002a，2002b；高橋，2019）．また，本調査によ
り授乳期後のメスと亜成獣（当才獣）が確認されており，
この周辺で出産哺育している可能性が高い．これらのこ
とから，尾瀬沼周辺 において本種が継続的に生息して
いると推測される．本州での本種の生息地は限られてお
り（Ohdachi et al.，2015），本州における本種の貴重な

生息場所といえる．ランク VU（絶滅危惧 II 類）のノレ
ンコウモリは，これまで尾瀬では記録がなかったが大清
水周辺の地点 8 と 15 で確認された（付図 1）．複数のメ
スや授乳期後のメスが確認されたことから，出産哺育場
所がある可能性も考えられる．日本では本種の分布は，
特定の地域で局所的に記録されており，尾瀬の周囲での
記録は少ない（Ohdachi et al.，2015）．さらに尾瀬に近
い奥日光ではこれまでの本種の記録はオスのみであり

（吉倉ほか，2015），メスが確認されたことは注目に値す
る．また本調査ではトンネルでも確認された．本種は主
にねぐらとして洞穴を利用する種である（Ohdachi et 
al.，2015）．同じく洞穴性のコキクガシラコウモリは，
大清水周辺の 1 地点でのみ確認された（付図 1）．大清
水周辺では，洞穴性コウモリが複数種確認された．これ
は，ねぐらとして利用されていたトンネルや橋のような
構造物の他，この周辺に鉱山跡があることと関係すると
考えられる．ねぐら探索調査も鉱山跡で行う必要がある．
洞穴性のモモジロコウモリは，確認地点が少なく（付図
1），出産哺育についての情報は得られなかった．尾瀬沼
では飛翔場所から本種と思われる個体が観察されたが，
捕獲できなかった．ランクVUのモリアブラコウモリは，
これまで尾瀬では記録がなかったが，地点 1 ～ 4 で確認
された（付図 1）．成獣オスのみであり，出産哺育につ
いてはさらなる調査が必要である．ランク VU のクビワ
コウモリについては，本調査では，地点 2 と地点 9 で成
獣メスが確認された（付図 1）．既存の記録では地点 4
で 7 月に木村ほか（2002a）によるメス 1 個体の記録が
ある．出産哺育地である可能性があるが，確実には授乳
中のメスを確認する必要がある．日本（本州）で本種の
生息地は限られており（Ohdachi et al.，2015），貴重な
生息場所といえる．
　既存報告のある種のうち，本調査で確認できなかった
種は，コヤマコウモリ，ヤマコウモリ，テングコウモリ
である．ランク EN（絶滅危惧ＩＢ類）のコヤマコウモ
リについては，既存の記録では，尾瀬沼の東側（吉行，
1980）と御池（環境庁自然保護局，1988；町田，未発表）
で確認されている．地点 3 は，吉行（1980）のコヤマコ
ウモリが捕獲された場所の近くと思われるが，捕獲調査
を 3 回行ったが本種を捕獲することはできなかった．ま
た，御池ではランク VU のヤマコウモリの記録もある（環
境庁自然保護局，1988；町田，未発表）．本調査では両
種とも捕獲できなかった．両種とも開放空間を飛翔する
種であり，森林での捕獲調査での捕獲は簡単ではなく，
捕獲調査だけからの判断は難しいが，特にコヤマコウモ
リについて長期間確認されていないのは懸念すべきこと
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である．既存の捕獲記録時点から環境に変化がなかった
かについても検討が必要である．

4．2  尾瀬のヒメホオヒゲコウモリの遺伝的特徴
　本調査の分子生物学的検討から尾瀬地域に特異的な遺
伝的特徴を有する集団の存在は確認されなかった（表 3，
図 5）．このことから，日本列島全体の種をヒメホオヒ
ゲコウモリと扱った Ohdachi et al.（2015）を支持する
結果となり，少なくとも本調査においては，オゼホオヒ
ゲコウモリあるいはフジホオヒゲコウモリとして区別さ
れるような遺伝的集団は見られなかった．今後，本調査
で採集した標本の頭骨の特徴とハプロタイプとの対応関
係，さらにはオゼホオヒゲコウモリの既存標本の分子生
物学的手法による解析等によって，さらにオゼホオヒゲ
コウモリあるいはフジホオヒゲコウモリとして区別され
るような集団が存在するかを検討していく必要があると
考えられる．

5．まとめ

　本調査では 2 科 8 属 11 種 132 個体が確認された．既
存の報告に加えて新たに 3 種が確認され 2 科 9 属 14 種
になった．このうち，日本固有種は 5 種（Ohdachi et 
al.， 2015），環境省（2020）のレッドリスト掲載種は 6
種であり，種数が多く，希少な種も多いことが改めて確
認された．特にランク LP のチチブコウモリと VU のク
ビワコウモリの生息地は本州で限られ，ランク VU のノ
レンコウモリの生息地は尾瀬の周囲での記録は少なく

（Ohdachi et al.，2015），貴重な生息場所といえる．また，
ヒメホオヒゲコウモリなどねぐらとして樹木を利用する
種が捕獲されたことは，尾瀬では自然林が広範囲に存在
することを反映していると考えられ，コウモリ類につい
ても原生的な自然が保持されていると考えられる．
　一方，懸念事項は，ランク EN のコヤマコウモリが確
認できなかったことである．今後は音声録音など捕獲以
外の手法を用いた調査も必要と考えられる．
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付図 1：尾瀬におけるコウモリ類各種の森林での捕獲調査における捕獲地点（●）およびねぐら確認地点（☆）
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付図 2：尾瀬において捕獲確認されたコウモリ類
a） コキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus 群馬県片品村根羽沢 2017 年 9 月 28 日 
b） クビワコウモリ Eptesicus japonensis 群馬県片品村山ノ鼻 2017 年 8 月 24 日
c） チチブコウモリ Barbastella pacifica 福島県檜枝岐村尾瀬沼東 2018 年 8 月 19 日
d） ニホンウサギコウモリ Plecotus sacrimontis 群馬県片品村鳩待峠 2019 年 6 月 20 日
e） ヒナコウモリ Vespertilio sinensis 福島県檜枝岐村見晴休憩所 2019 年 8 月 19 日
f） モリアブラコウモリ Pipistrellus endoi 福島県檜枝岐村尾瀬沼東 2018 年 8 月 19 日
g） カグヤコウモリ Myotis frater 福島県檜枝岐村見晴地区燧ケ岳登山道 2019 年 8 月 19 日
h） ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi 群馬県片品村靭滝付近 2019 年 6 月 18 日
i） モモジロコウモリ Myotis macrodactylus 群馬県片品村根羽沢 2017 年 9 月 28 日
j） ノレンコウモリ Myotis bombinus 群馬県片品村大清水 2017 年 9 月 15 日
k） コテングコウモリ Murina ussuriensis 群馬県片品村靭滝付近 2019 年 6 月 18 日
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